
 

科目名：応用マクロ経済学特論 b   担当者：堀井 亮            学期：１学期 

1. 授業の目的と概要 

 本授業では、人口動態と経済発展の関係について講義およびディスカッションを行います。 

 

2. 学習の到達目標 

 所得水準の変化が人口動態に与える効果、および人口動態の変化が所得水準にあたえる効果という

両方向の効果を理解し、理論・実証両面から相互作用を理解する。それにより、今後の日本・途上国・

世界全体の発展・成長可能性について検討を行う。 

 

3. 授業の内容・方法と進度予定 

 初回数回は講義を行い、その後は受講者による発表も取り入れる。 

 扱うトピックとしては下記を予定している。 

 ・人口動態の歴史的変化 

 ・死亡率低下、出生率低下の要因 

 ・教育水準が出生率に与える影響 

 ・家庭内の関係が出生率に与える影響 

受講者の興味に応じてその他のトピックも扱います 

 

4. 成績評価方法 

 報告および平常の参加状況による 

 

5. 教科書と参考書 

 授業中に関連する文献を紹介する。 

 

6. 予習と復習について  

報告担当者は十分な準備が求められる。 

 

7. その他（使用言語、履修の条件、連絡先、オフィスアワー等） 

・ 言語: 講義は日本語、報告は英語・日本語いずれでも可。 

・ 履修の条件: 中級マクロ経済学を履修済み・同時履修しているか、同様の知識があることが望

ましい。 

・ 連絡先:ホームページ www.econ.jpn.org/horii/ を参照のこと 

・ オフィスアワー: 初回授業時に連絡します 
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